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鳥取県における農業の現状と課題

農業従事者の高齢化

◆農業従事者の減少、高齢化が見込まれており、多様な担い手が活躍できる
環境整備

・肉用牛、ブロッコリー、スイカ、白ネギ、梨、米など主要品目 
の生産額増に向け、各地域でＪＡ、市町村、県による
プロジェクトを展開
➣主な産地プロジェクト
・倉吉スイカ16億円達成プロジェクト
・東郷梨の産地プロジェクト 等

地域の農業を元気に

国内外への魅力発信
◆世界に誇るべき県農林水産物の国内外への魅力発信
◆販路開拓や輸出拡大並びに国内外からの幅広い層の誘客
◆商工・観光サービス業等の多様な産業の振興と
◆心豊かな食文化の醸成と地域経済の発展

◆水田の集約化とフル活用による水田農業の収益性向上
◆園芸品目の生産基盤強化やブランド化
◆気象災害対策及び収益力の高い品目の積極導入
◆畜産分野における産地ブランド強化
◆スマート機械の導入による農作業の効率化 等

担い手・後継者の確保

産地力アップと、農業所得の増加

・先進農家を受入先とした栽培技術・経営ノウハウ習得のための
 実践的な「アグリスタート研修事業」による担い手の確保

◆農業農村への県民への理解醸成や防災体制の整備
◆皆で支え合う豊かな村づくり

（公財）鳥取県農業農村担い手育成機構HP

農家数の推移

鳥取県の基幹的農業従事者数の年齢構成（2024年）
農林水産省「農業構造動態調査」より
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◆基幹的農業従事者全体のうち70歳以上が占める割合は約７割

「販売農家」経営面積30a以上または農産物販売金額50万円以上
農林水産省「農林業センサス2025」より
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◆生産力強化とブランド力向上を図る
ことで１千億円達成を目指す！

（億円）

鳥取型低コストハウス 梨園の多目的防災網
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●県内の農林水産専門高校と大学が連携し、本県独自で「スーパー農林水産業士」制度をスタートしま
した。（H２９～）

●長期インターンシップ及び高度専門資格の取得プログラムにより、実践的な知識・技術習得を可能
 とし、県内就業を促します。

～スーパー農林水産業士～
（高校生を対象にした鳥取県独自制度の導入）

就業・就農 プロ農家の育成

鳥取県立農業大学校、にちなん中国山地林業アカデミー、水産大学校等奨励金

認証プログラム
①長期インターンシップ［共通］  ②６次化プロデューサー講座等［農業］  ③安全衛生技能講習等の資格取得［林業・水産業］

鳥取大学農学部推薦入試では、農林業に関する高度な資格として評価

農業 林業

※倉吉農業高校では35名が認定

倉吉農業高校等 智頭農林高校等 境港総合技術高校
水産業
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鳥取県の農業教育施設

創立140年の歴史がある農業専門高校。
文部科学省から農業経営者育成高校に指定されており、これ

までも地域と連携した教育活動を推進し、地元企業と連携した
商品開発やスマート農業を取り入れた農業教育を実施。

県立倉吉農業高等学校
創立97年の歴史がある農業専修学校。
養成課程（高等学校卒業あるいは同等の学力を有する方を対

象）と研修課程（就農を目指す社会人を対象。学歴を問わな
い）の２つの課程があり、就農を目指した人材を育成。

鳥取県農業大学校

○学科構成、定員（R8） ※養成課程の内容
学科：農業経営学科／2年制

 （果樹、野菜、花き、作物、畜産の5コース）
定員：30名

２校連携の取組

・スマート農業機械・機器（トラクタ、田植機、ドローンなど）に触れる機会を数多く設け、
情報交換を実施

・梨のジョイント栽培に関して、倉吉農業高校が農業大学校での圃場見学や管理作業等の実習

・全国和牛能力共進会の特別区の出品に向けての合同飼育・調教訓練

５年の学びの礎と
なり得る連携によ
る次世代人材の育
成も推進

・スーパー農林水産業士制度における倉吉農業高から農業大学校へ進学する場合の奨励金

・果樹、野菜、花き、水稲、畜産分野の実習ができる広大
な圃場を整備

・学生寮、食堂や体育館を完備
・大型特殊・けん引免許を取得のための練習コースも整備

○施設整備状況（敷地面積：178,971㎡）

○学科構成、定員（R8）
学科：生物、食品、環境
定員：各学科34名（合計102名）

○施設整備状況（敷地面積：1,450,049㎡）
・水田、園芸、果樹、畜産など、約２０haの広大な圃場
・牧場・家畜舎も整備し、和牛、乳牛、豚、馬等を飼育
・学生寮を完備。県外生徒募集重点校として、学生寮を

活用して、目標を持つ県外生徒をより積極的に受け入れ
・トラクタ運転練習場や体育館、複数の実習棟も完備

水田
（スマート農業実習）

校舎及び圃場 学生寮 校舎 果樹園
（ジョイント栽培実習）

牛舎

高専化
検討校
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県立高等専門学校の検討に関する協議会

○鳥取工業、倉吉農業の県立高専化に向かうかどうか
○高専化する場合にあっては、「併設型」など、その設置の方向性
○卒業生の地元定着に向けた対策（地域・産業界との連携）

主な検討テーマ

知事、県教育長、市長会、町村会、経済・農業団体、PTA、同窓会、大学などメンバー構成

○ただ単に知識や技術の習得にとどまらず、ＡＩ等を活用した最先端のスマート農業技術の現場実践、
普及、さらに、農業経営全般にわたる能力確保が可能となる農業高専を期待する。地域産地の中心的
リーダーを育成する学校であって欲しい

○経営者1人が頑張ってもどこの経営体も大きくなれない。経営を支える知識のあるリーダー的人材も
不足している。これからの農業は、組織のナンバー２、ナンバー３であっても、農業経営というのを
しっかり見える人材が必要

○この高専出たから、ここにというような魅力的な雇用の受け皿がないといけない。また、鳥取県は法
人営農組織が少なく非農家の受け皿も増やさなければならない。高専設置に際しては、産業政策と両
輪で進めなければならない

○大学としては農業経営、あるいはスマート農業、そして農業分野の研究。こういうところに貢献でき
るのではないかと考える。また、カリキュラム作成段階から協力したい

○中山間地域の環境保全など生物多様性、環境と共生するような農法の学びなど、鳥取県ならではの独
自の特性をもった高専になっていく可能性は十分あるのではないか

7/21 第１回協議会での委員からの主な意見（農業分野）

⇒協議会に幹事会を設置し、農業事業者等へのヒアリングや各学校ごとの意見交換、中学生
へのアンケートなど、調査・分析、検討を実施（実施経費はR8.6月県補正予算で措置済）
し、今後の協議会で県立高専の設置可能性やあり方について議論

＜県立高専設置の前提条件となる検討を深めるべき論点＞
○地域・産業と連携した卒業生の地元定着策、○教員の確保策、○既存高校の影響への対応、
○生徒・保護者の周知・理解促進策、○カリキュラム など
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